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3．  (株 )オ リ ム で の 活 躍  

 

激動の時代にあっても着実に技術の向上に精進  

 

 1 9 8 6 年 5 月 、オ リ ム に 入 社 し た 谷 口 史 郎 氏 は 、技 術 者 と し て 新

た な 挑 戦 を 受 け る こ と に な っ た 。 オ リ ム で は 、 生 産 性 の 高 い 最 新 式

の レ ピ ア 織 機 を 導 入 し 、 時 代 の 先 端 を い く 環 境 で タ オ ル づ く り を ス

タ ー ト さ せ た 。 設 置 さ れ た 機 械 は 、 お も に (株 )岩 間 織 機 製 作 所 の 岩

間 レ ピ ア 式 革 新 織 機 、(株 )矢 原 織 機 製 作 所 の レ ピ ア 式 革 新 織 機 、(株 )

山 田 ド ビ ー の ジ ャ カ ー ド 機 、 愛 知 ド ビ ー (株 )の ド ビ ー 機 な ど で あ っ

た 。 そ の た め 、 谷 口 氏 が 従 来 扱 っ て き た シ ャ ト ル 織 機 で は な く 、 シ

ャ ト ル ・ レ ス 織 機 の 扱 い 方 を マ ス タ ー す る 必 要 が あ っ た 。  

 谷 口 氏 は 、 入 社 直 後 か ら 名 古 屋 に 赴 き 、 ま ず は 岩 間 織 機 製 作 所 で

3 日 間 に わ た っ て 岩 間 製 の レ ピ ア 織 機 の 構 造 、 操 作 方 法 、 メ ン テ ナ

ン ス 方 法 な ど に つ い て み っ ち り と 講 習 を 受 け た 。 そ の 後 、 お な じ 名

古 屋 に 拠 点 を 置 く 山 田 ド ビ ー を 訪 問 し 、 従 来 の ジ ャ カ ー ド 機 （ 北 織

式 ） と は ま る で 構 造 の 違 う 山 田 式 ジ ャ カ ー ド 機 （ ベ ル ゾ ー ル ） に つ

い て 2 日 間 の 研 修 を 受 け た 。そ し て 、い っ た ん 帰 今 し た の ち 、今 度

は 地 元 の 矢 原 織 機 製 作 所 で 5 日 間 に わ た り 、と く に 矢 原 製 の レ ピ ア

織 機 の 講 習 を 受 け た 。 渡 部 タ オ ル 工 場 の 時 代 か ら 、 使 い 慣 れ て い た

シ ャ ト ル 織 機 か ら シ ャ ト ル ・ レ ス の 革 新 織 機 に 一 気 に 代 わ り 、 毎 日

が 新 し い 発 見 と 学 び の 連 続 で あ り 、 谷 口 氏 の キ ャ リ ア を 大 き く 飛 躍

さ せ る 機 会 に も な っ た 。 そ し て 、 谷 口 氏 の 勤 勉 実 直 の 持 ち 前 の 性 格

が す ぐ さ ま 成 果 を 出 し て い き 、 オ リ ム 製 タ オ ル を 技 術 的 側 面 か ら 支

え る 存 在 に な っ て い っ た 。  

 新 し い 工 場 に は 、 革 新 織 機 の ほ か に 整 経 機 や ワ イ ン ダ ー も 据 付 け

ら れ 、 最 新 設 備 の 量 産 体 制 の も と で 業 務 用 タ オ ル を 中 心 に 生 産 さ れ

た 。 バ ブ ル 経 済 の 最 中 で タ オ ル 業 界 は 好 景 気 に 沸 い て お り 、 納 期 に

間 に 合 う よ う に 平 日 も 土 日 も 朝 は 8 時 か ら 夜 の 1 0 時 頃 ま で 当 た り

前 の よ う に 工 場 は 稼 働 し て い た 。 日 曜 日 は 非 常 勤 の 従 業 員 を 雇 っ て
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機 械 を 動 か し て い た 。 オ リ ム 社 長 の 平 林 元 樹 氏 の 意 気 込 み も 相 ま っ

て 、 会 社 は 順 調 に 売 上 を 伸 ば し て い っ た 。  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

オ リ ム の タ オ ル 工 場 の 織 機 を 調 整 し て い る 谷 口 氏 （ 2 0 0 3 年 頃 ）  

 

 し か し 、 198 0 年 代 後 半 に な る と 、 業 務 用 の バ ス タ オ ル や バ ス マ

ッ ト 、 浴 巾 な ど が 安 価 な 中 国 製 の も の に 少 し ず つ 浸 食 さ れ る よ う に

な り 、 オ リ ム で は 高 付 加 価 値 の タ オ ル ケ ッ ト に 生 産 の 軸 を シ フ ト さ

せ て い っ た 。パ イ ル に 30/ 2 の 2 本 毛 を 使 用 し 、デ ザ イ ン 性 に 富 ん

だ 縞 柄 の タ オ ル ケ ッ ト を 生 産 し 、 こ の タ オ ル ケ ッ ト は オ リ ム を 代 表

す る 製 品 に 成 長 し た 。  

     

オ リ ム が 作 成 し た ボ ー ダ ー 見 本  

 

 そ の 矢 先 の こ と で あ る 。 問 屋 が 持 ち 込 ん だ タ オ ル ケ ッ ト の デ ザ イ

ン を も と に オ リ ム が タ オ ル ケ ッ ト の 見 本 を つ く る と 、 そ れ を 問 屋 が
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中 国 で 新 た に 取 引 を 開 始 し た タ オ ル 工 場 に 持 っ て 行 っ た 。 つ ま り 、

オ リ ム は 見 本 を つ く り 、 中 国 の 他 の タ オ ル メ ー カ ー が そ の 見 本 を 参

考 に タ オ ル ケ ッ ト を 生 産 す る と い う 、 問 屋 に よ る 不 公 平 な 取 引 が 横

行 す る よ う に な っ た 。 199 0 年 代 に 入 っ て タ オ ル 業 界 は 輸 入 タ オ ル

の 流 入 に よ る 低 価 格 競 争 に 突 入 し 、 こ う し た オ リ ム の 苦 い 経 験 は 今

治 の 他 の タ オ ル メ ー カ ー も 屈 辱 な が ら 味 わ っ た 。  

 

付加価値の高い、数々の商品を世に送 り出す  

 

 1 9 9 1 年 、谷 口 氏 は 技 能 検 定 1 級 に 合 格 し 、同 時 に 技 能 士 研 究 会

に 入 会 を 果 た し た 。残 念 な が ら 、技 能 検 定 は 1 9 9 1 年 に 廃 止 さ れ た

た め 、谷 口 氏 は 最 後 の 合 格 者 と な っ た 。今 治 タ オ ル の 生 産 量 は 1 9 9 1

年 を ピ ー ク に 下 落 し 、 タ オ ル メ ー

カ ー も 年 々 減 少 し て い っ た 。 代 わ

っ て 中 国 か ら の 安 価 な タ オ ル 製 品

が 国 内 市 場 を 席 巻 し は じ め 、 そ の

勢 い は 留 ま る こ と を 知 ら な か っ た 。

1 9 9 9 年 に は 輸 入 タ オ ル が 国 内 市

場 の 半 分 を 占 め る よ う に な り 、 か

つ て 5 0 0 社 以 上 を 数 え た 四 国 タ

オ ル 工 業 組 合 （ 現 ・ 今 治 タ オ ル 工

業 組 合 ） の 組 合 員 数 は 23 0 社 に ま で 激 減 し た 。 つ い に は 、 20 04

年 に セ ー フ ガ ー ド が 見 送 ら れ 、 い よ い よ 今 治 の タ オ ル メ ー カ ー は 窮

地 に 立 た さ れ た 。  

 タ オ ル 業 界 が 厳 し い 状 況 に 陥 る な か で 、 オ リ ム で は 、 中 国 で は 製

造 で き な い よ う な 付 加 価 値 の 高 い オ リ ジ ナ ル の タ オ ル 製 造 に 踏 み 出

し た 。表 1 は 、谷 口 氏 が 技 術 者 と し て 関 わ っ た オ リ ム の 開 発 商 品 一

覧 で あ る 。  

 199 5 年 に 開 発 さ れ た 身 体 を 洗 う ボ デ ィ ウ ォ ッ シ ュ の 「 こ り こ り

タ オ ル 」（ 1 9 9 6 年 発 売 ）は 、緯 糸 に ラ ミ ー 麻 と 綿 の 太 番 手 強 撚 糸 の

 

技 能 検 定 1 級 の 合 格 証 書  
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混 紡 で 天 然 素 材 10 0％ が 特 徴 で あ り 、網 目 状 の 特 殊 織 り で あ る 蜂 巣

織 り を 採 用 し て 泡 立 ち の 良 さ と 速 乾 性 を 追 求 し た 。 こ の 商 品 の 着 想

は 、 従 来 か ら 体 を 洗 う 素 材 は ナ イ ロ ン 製 が 主 流 で あ る が 、 肌 に 良 く

な い た め 天 然 素 材 の ボ デ ィ タ オ ル を つ く ろ う と い う シ ン プ ル な 考 え

か ら 来 て い る 。 技 術 的 な 面 で は 、 緯 糸 に 太 番 手 と 細 番 手 の 両 方 の 綿

糸 を 使 用 す る た め 、 カ ッ タ ー の タ イ ミ ン グ や レ ピ ア の つ ま む 強 さ な

ど 難 易 度 の 高 い 調 整 が 必 要 で あ り 、 何 度 も 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し な が

ら 商 品 に 仕 上 げ た 。「 こ り こ り タ オ ル 」 は 、 発 売 か ら 3 年 間 で 2 0

万 枚 を 売 り 上 げ た ヒ ッ ト 商 品 と な り 、 シ リ ー ズ 商 品 も い く つ か 開 発

さ れ 、 現 在 も 生 産 さ れ て い る 。  

      



「タオルびと」2019 年 1 月号（谷口史郎氏編②） 

 

 

5 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

 1 9 9 7 年 の 絹 を 使 っ た「 シ ル ク こ り こ り 」と 1 9 9 8 年 の 枕 ケ ー ス

の 「 美 髪 美 肌
び ば び ば

」 は 、 女 性 を タ ー ゲ ッ ト に し た 商 品 で あ り 新 た な 需 要

を 創 造 し た 。 199 9 年 の ボ デ ィ ウ ォ ッ シ ュ の 「 お ん ま く ボ デ ィ ー タ

オ ル 」は 、「 こ り こ り タ オ ル 」の シ リ ー ズ で 開 発 さ れ た も の で 、天 然

素 材 の 綿 1 0 0％ を 使 用 し 、表 面 に は ジ ュ ー ト 麻 に よ る 固 め の こ り 棒  

を 、裏 面 に は ジ ュ ー ト 麻 1 本 に よ る 柔 ら か な こ り 棒 を 設 け 、 1 枚 で

硬 軟 二 通 り の 洗 い 心 地 を 体 験 で き る ボ デ ィ ウ ォ ッ シ ュ の タ オ ル で あ

る（「 愛 媛 経 済 リ ポ ー ト 」1 9 9 5 年 、1 998 年 ）。2 0 0 3 年 の「 布 輝 取
ふ き と り

」

は 携 帯 用 の 皮 脂 を と り 除 く ハ ン カ チ タ オ ル で 、 綿 と マ イ ク ロ フ ァ イ

バ ー と ベ ン ベ ル グ   の 3 つ の 素 材 を 織 り 込 ん だ 特 殊 な 素 材 を 使 っ

て お り 、 高 い 吸 水 機 能 を 持 つ （「 繊 維 ニ ュ ー ス 」 200 3 年 ）。 同 年 に

発 売 さ れ た 枕 ケ ー ス は 、 緯 糸 に 備 長 炭 を 練 り 込 ん だ レ ー ヨ ン 2 8％

を 使 用 し 、 炭 の マ イ ナ ス イ オ ン ・ 遠 赤 外 線 や 消 臭 機 能 に よ っ て 安 眠

効 果 を 謳 っ た 商 品 で あ る （「 海 南 タ イ ム ズ 」 2 0 0 3 年 ）。  

 

              

        「 こ り こ り タ オ ル 」 の 生 地 を よ く 見 る と 特 殊 な 網 目 状 の 蜂 巣 織 り に な っ て い る  

 

LOOKS
ノート注釈
緯糸にジュート（麻）の「棒みたいに固い意匠撚糸」を織り込んだ箇所を「こり棒」と呼ぶ。

LOOKS
ノート注釈
綿から生まれた再生セルロース繊維キュプラのブランドのこと。歴史的には、
ドイツのベンベルグ社が1897年に原理を発明し、旭化成が1928年にその技術を日本に導入。3年間の研究を経て日本で初めて生産に成功。
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    「 こ り こ り タ オ ル 」 の シ リ ー ズ と し て 生 産 さ れ た 「 お ん ま く ボ デ ィ ー タ オ ル 」 で は 、  

      茶 色 の こ り 棒 が 織 り 込 ま れ た 特 殊 な 糸 を 使 用 し 、 洗 い 心 地 を 追 求 し た 商 品  

 

 2 0 0 4 年 の「 も っ て こ タ オ ル 」は 、浴 巾 の サ イ ズ で 3 0 g と い う 超

軽 量 の タ オ ル で あ り 、 薄 手 だ が 吸 水 性 を 保 持 す る た め 素 材 に マ イ ク

ロ フ ァ イ バ ー 2 2％ と キ ュ プ ラ 3 9％ を 使 用 し 、 綿 糸 と 交 織 し て 生 産

さ れ た 。そ の 他 に も 、綿 1 0 0％ で 柔 ら か い モ ー

ル 糸 を 使 用 し た「 女 性 の た め の ボ デ ィ ー タ オ ル 」

や 炭 を 糸 に 練 り 込 ん だ 外 出 用 の タ オ ル マ フ ラ ー 、

「 た お る の 帽 子 」、「 高 機 能 ス ポ ー ツ タ オ ル 」 な

ど が 開 発 さ れ た （「 海 南 タ イ ム ズ 」 20 04 年 ）。

タ オ ル マ フ ラ ー は 、 ス ラ ブ 糸   を 経 糸 に 1 0

数 本 に 1 本 の 割 合 で 入 れ 、パ イ ル 織 り と ガ ー ゼ

織 り が 混 ざ っ た 複 雑 な 生 地 で 商 品 化 さ れ た 。 そ

の た め 、ス ラ ブ 糸 に 30/ 1 が 連 れ 込 ま れ て 糸 切

れ の 原 因 と な り 、 ま た 製 織 す る 際 は 糸 の 結 び 目

が 大 き く な り 筬 の と こ ろ で 詰 ま っ た り 、 パ イ ル

の 経 糸 の テ ン シ ョ ン 調 整 や 開 口 の タ イ ミ ン グ が

通 常 の タ オ ル 生 地 と 大 き く 違 っ て い た り 、 職 人

の 勘 と 手 業 の い る 商 品 で あ っ た 。 こ の タ オ ル マ

 

タ オ ル マ フ ラ ー  

LOOKS
ノート注釈
特徴は太さにムラがある点。撚りをかけて細くした部分と撚りをあまりかけないで太くした部分がある。

LOOKS
取り消し線
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フ ラ ー も 現 役 の ロ ン グ ラ ン 商 品 と な っ て い る 。  

 こ う し て 、オ リ ム で は 2 0 0 1 年 の 時 点 で 自 社 開 発 商 品 が 5％ 程 度

だ っ た が 、3 年 後 の 2 0 0 4 年 に は 3 0％ を 占 め る よ う に な っ た（「 愛

媛 経 済 リ ポ ー ト 」 2 0 0 4 年 ）。 平 林 氏 は 、「 従 来 の 商 品 だ と 中 国 に 模

倣 さ れ て し ま う 。 オ リ ジ ナ ル な ら 、 あ る 程 度 対 抗 で き る 」（「 愛 媛 新

聞 」 200 7 年 ） と 語 っ た よ う に 、 自 社 開 発 商 品 の 増 強 は オ リ ム が 生

き 残 る た め の 戦 略 で あ っ た 。  

 2 0 0 4 年 に 開 発 さ れ た 「 オ ー ガ ニ ッ ク の ボ デ ィ ー タ オ ル 」 は 、 農

薬 や 化 学 肥 料 を 3 年 以 上 使 っ て い な い 畑 で 育 て ら れ た 綿 花 1 0 0％

を 使 用 し 、 準 備 工 程 の 染 晒 加 工 に お い て も 化 学 染 色 を 使 用 せ ず 、 オ

ー ガ ニ ッ ク に 徹 底 し て こ だ わ っ た 商 品 で あ る 。 表 面 に 細 か い 突 起 を

施 し た 特 殊 な 織 り 方 を 採 用 し 、 身 体 を 洗 う 際 に 適 度 な 擦 り 心 地 も 実

現 し た（「 日 本 経 済 新 聞 社 」2 0 0 5 年 、オ リ ム 提 供 資 料「 自 社 開 発 商

品 」）。  

 以 上 の よ う に 、 谷 口 氏 は オ リ ム の 在 職 中 に 数 多 く の 新 商 品 の 開 発

に 携 わ り 、 平 林 氏 を 技 術 面 か ら サ ポ ー ト し た 。 ま た 、 平 林 氏 は 、 オ

リ ジ ナ ル 商 品 を 流 通 さ せ る 自 社 ル

ー ト の 確 立 も 怠 ら な か っ た 。 新 し

い 商 品 が 完 成 す る と 道 の 駅 や 土 産

物 店 、 サ ー ビ ス エ リ ア な ど へ 精 力

的 に 営 業 に 回 っ た 。 徐 々 に 認 知 度

が 上 が っ て い く と 同 時 に 、「今 治 タ

オ ル 」 の 産 地 ブ ラ ン ド 戦 略 の 効 果

も 表 れ る よ う に な り 、 イ ン タ ー ネ

ッ ト を 介 し た 通 信 販 売 で も 販 路 を

開 拓 で き る よ う に な っ た 。  

 199 0 年 代 か ら 始 ま っ た タ オ ル

生 産 の 競 争 激 化 は 、 タ オ ル 業 界 お よ び 各 タ オ ル メ ー カ ー に 対 し て 旧

来 の 体 質 か ら の 脱 皮 を 強 い た が 、 オ リ ム は オ リ ジ ナ ル 商 品 の 開 発 と

い う 選 択 を お こ な い 、 う ま く 変 化 に 対 応 で き た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

   

谷 口 氏 （ 左 ） と オ リ ム 社 長 の 平 林 氏 （ 右 ）  


